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#10-28 

【７月３日～７月９日】 

〔モルドバの報道をもとに作成〕 

平成２２年７月１３日 

在ウクライナ大使館 
 

● ７日、ストゥブ・フィンランド外相の来訪 

 

Ａ．主な動き 

 

１．内政 

▼憲法７８条改正のための国民投票 

・６日、憲法裁判所は、ＡＥＩによって提出されていた憲法７８

条改正のための国民投票の実施案の合憲性を確認。 

・６日、共産党は、国民投票による憲法改正が「全議員の２

／３以上の賛成をもってのみ憲法は改正されうる」と規定し

た憲法１４３条に違反するため法的効力を持たないとＡＥＩを

非難。 

･７日、共産党は、国民投票以外の妥協案、及び議会解散の

日程の設定をＡＥＩに要求。 

・７日、議会は、国民投票の９月５日実施を決定。 

・８日、共産党は、７日の議会による国民投票実施日の決定

は「憲法裁判所の承認を得た後、６０日間の審議を経て議会

に提出される」と規定した憲法１４３条及び１５０条に違反す

るとＡＥＩを非難。 

・９日、中央選挙管理委員会は、９月５日に憲法改正にかか

る国民投票を実施するための日程計画を承認。同計画によ

れば、７月１０日より８月１０日の間に住民登録に基づき選挙

人名簿が作成され、その後８月１６日までに自治体首長によ

り同名簿に署名がなされ、８月１６日より２６日の間に中央選

挙管理委員会による同名簿に基づいた実地調査が行われ

る予定。 

▼政党の動き 

・７日、共産党は、１日に民主党に加入することを表明した国

立大学８校の学長に辞任を要求。 

・８日、議会外政党「統一モルドバ」は、ギンプ大統領代行の

罷免を要求する抗議活動を実施。これに対し、ルプ民主党

党首は、ギンプ大統領代行が議会において罷免（罷免のた

めには全議員の３分の２（６７名）の賛成が必要）される可能

性は全く無いと反論。 

・８日、憲法裁判所は、共産党が提出した、ギンプ大統領代

行による６月２８日の「ソ連占領記念日」制定の違憲誓願の審

議を１２日に行うことを発表。 

・８日、ＡＥＩは、共産党が今後も議会に復帰しない場合、同

党議員の給料を削減すると警告。 

・８日、議会外政党「キリスト民主同盟」は、第三勢力として議

会に復帰する意欲があると表明。 

・８日、共産党は、ギンプ大統領代行が１２日に議会解散を

宣言すれば、議会に復帰する用意があるとＡＥＩに対し通

告。 

・８日、民主党は、約１６０名の著名スポーツ選手・コーチ・関

係者等が同党に加入したと発表。 

・９日、ヴォローニン前大統領は、議会の早期解散を拒否し

国民投票を利用して議会における連立各党の優位性を保

持しようとしているとして、AEIの姿勢を批判。 

・９日、ディアコフ民主党名誉党首は、政治危機脱却に向け

国民投票及び期限前議会選挙後に共産党を含めた全政党

による協議を行う必要があると発言。 

▼洪水の被害 

・９日、イオニタ経済・予算・財政委員会議長は、ハンセスチ

地域の洪水被害者援助のために、議会は２５万９千レイを拠

出することを発表。内訳は、ＡＥＩ所属各議員が拠出した１４

万５千レイと共産党議員の議会不参加等によって議会に貯

蓄された１１万４千レイ。 

・９日、ラドゥカン地方発展建設相は、２週間以内に洪水被害

者のための家屋の再建を開始し、１１月までに終了させる計

画を発表。 

２．沿ドニエストル 

・５日、沿ドニエストル「当局」は、ヴァルダニヤン記者の拘束

期間を３０日間延長。 

・９日、ラヴロフ露外相は、ＡＥＩが沿ドニエストル問題に関し

共通の立場を提示できないため、沿ドニエストル問題の解

決プロセスが停滞していると発言。 
３．経済 

・６日、フィラト首相チョードリー駐モルドバ米国大使は、モ

ルドバの経済成長のため、米国がモルドバに対して１０１０

万米ドルの融資を行う合意に署名。合意によると、資金はモ

ルドバにおける農業生産性向上、ＩＴ産業及びワイン産業の

発展、中小企業の生産性向上等の分野に使用。 

４．外政 

▼７日、ストゥブ・フィンランド外相の実務訪問 
・レアンカ副首相兼外務・欧州統合相は、ストゥブ外相と会談、

経済協力、モルドバ・ＥＵ間対話及び査証自由化合意等に

つき協議。ストゥブ外相は、フィンランドがモルドバの友好国

であり、モルドバの欧州統合を支援すると発言。 

▼その他 
・５日、ポーランド外務省は、現時点で「東方イニシアティブ」

の枠組みで改革実施合意に署名しているのはモルドバの

みであり、モルドバが民主スタンダード導入を目的とした改

革実施に対し２０１４年までに４０００万米ドルを得ることにな
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ると発表。 

・９日、レアンカ副首相兼外務・欧州統合相とバコンスキ・ル

ーマニア外相は、在バルティ・ルーマニア領事館の開館式

に出席。レアンカ外相は、在バルティ及び在カフル・ルーマ

ニア領事館の新規開設は両国にとって重要な行事であると

発言。 

 

Ｂ．その他の動き 

 

７／６ （火） 

・ギンプ大統領代行は、徴集兵の除隊に関する大統領令に

署名。モルドバでは年に２回、約３０００人を徴集し、約３０００

人を除隊させている。 

７／９ （金） 

・マリヌタ国防相は、モルドバ軍関係者が洪水被災者のため

に１日分の給与を寄付すると発言、寄付総額は２０万レイ。 

 

※本週報ではモルドバの首都名「キシニョフ」（ロシア語読み）を暫定的に「キシナウ」（モルドバ語読み）と標記しています。 

（了） 


